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開議 午前１０時０１分 

────────────────────────────────────────────────────── 

○菅原委員長 ただいまより、経済建設常任委員会を開会いたします。 

本日の出席委員は全員となりますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、会議を進めてまいります。 

初めに、１、商工業に関する事項についてを議題といたします。 

（１）北の恵み食べマルシェ２０２４の開催結果について、理事者から報告願います。 

○三宮経済部長 令和６年９月１４日から３日間の会期で開催いたしました、北の恵み食べマルシ

ェ２０２４の売上総額が確定いたしましたので開催結果を御報告いたします。 

出店者数は、共催事業の駅マルシェを含めまして前年比で１４店舗増の２５４店舗、来場者数は、

おおむね天候に恵まれたこともありまして約８％増の延べ８７万９千人となりました。出店店舗の

売上総額は、約１５％増の約１億９千８１６万円で、１店舗当たりの売上総額は約７８万円となり

ました。 

今回は、特別企画ブースといたしまして、旭川食のアンバサダー下國シェフにだし香るスープカ

レーを監修していただきました。また、フードフォレスト旭川構想の一環といたしまして、フード

フォレストブースにおいて、日替わりで６種類の朝御飯をテスト販売させていただきました。 

そのほか、駅前広場でステージイベントを行ったほか、５００円以下のメニューによります食べ

比べ企画「食べさんぽグルメ」や健康づくりをしながら会場内をめぐっていただく、食べマル健幸

スタンプラリーなど、来場者に楽しんでいただける取組を実施したところでございます。 

また、札幌、函館、帯広で開催いたしましたグルメイベントとの連携企画、北海道四大グルメイ

ベントスタンプラリーの実施によりまして、市外からの集客も図ったところでございます。 

本イベントの実施によりまして、まちなかのにぎわいづくりや、経済活性化に大いに寄与するこ

とができたと考えております。次回以降も今回得た成果や課題も踏まえまして、よりよいイベント

となるよう取り組んでまいります。 

○菅原委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○菅原委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構でございます。 

次に、２、農林畜産業に関する事項についてを議題といたします。 

（１）農政部関係団体における過年度分の納税について、理事者から報告願います。 

○林農政部長 農政部関係団体における過年度分の納税につきまして御報告をいたします。 

このたび本市が補助金を支出し事務局を担う、旭川市農産加工協議会及び旭川市果樹協会におき

まして、過年度における法人税の申告をいたしました。申告に至った経過でございますが、令和５

年１１月に、本市の一部外郭団体において法人税及び消費税の課税対象事例が発生したことに伴い、

それぞれの協議会等が税務署と協議を行った結果、法人税の課税対象者であると判断されたため過

去５年分を申告したところでございます。 

納税額につきましては、旭川市農産加工協議会におきましては、過去５年分の合計で４２万１千

７００円となっており、その内訳は法人道民税が延滞金を含めて１０万４千８００円、法人市民税
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が延滞金を含めて３１万６千９００円となっております。 

次に、旭川市果樹協会におきましては、過去５年分の合計で４０万円となっており、その内訳は

法人道民税が１０万円、法人市民税が３０万円で、延滞金につきましては本税完納後に確定するた

め、現時点では未確定の状況です。 

今回の事案につきましては、税務関係法令の認識不足が原因であり、各団体において、今回収益

事業として認定されたそれぞれの事業を行わないこととして、今年度から法人税の課税団体ではな

くなったところであります。 

報告は以上であります。 

○菅原委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○菅原委員長 なければ、ただいまの報告に関わり出席している理事者につきましては、退席して

いただいて結構でございます。 

次に、３、建設に関する事項についてを議題といたします。 

（１）雪対策の取組について、理事者から報告願います。 

○高橋土木部雪対策担当部長 雪対策の取組について御報告申し上げます。 

雪対策の取組につきましては、本年６月１１日の本常任委員会において、担い手不足や気候変動

などの課題に対して取り組んできた業務体制の見直し、路面管理手法の試行の結果や今後の方向性

について御報告をさせていただきました。その後、除雪連絡協議会や雪対策審議会に意見を伺うと

ともに、旭川除排雪業者ネットワーク協議会と意見交換を行いながら取りまとめました本年度の主

な取組等について御報告を申し上げます。 

資料の１ページ、除排雪事業の業務体制を御覧ください。初めに、除雪センターの集約と充実に

ついてでございます。昨年度から実施している主センターへの管理機能や要望窓口の集約を継続し

ながら、除雪センターの組織体制をスリム化し、実施計画の策定や出動判断の迅速化を図ってまい

ります。また、一部の除雪センターを試行的に集約するとともに、より現状に即した対応を強化す

るため、道路パトロール体制を拡充いたします。 

次に、除雪ＤＸの推進についてでございます。除雪作業の省力化や効率化に向け、積雪センサー

やネットワークカメラなど、ＩｏＴ機器を活用した積雪状況監視・通報システムを構築し、パトロ

ールの省力化を図ります。本年度は、旭川空港のアクセス路線に１か所設置し運用を開始いたしま

す。また、除排雪作業の安全性向上のため、昨年度、西神楽地区の除雪車に実装をした、吹雪時の

除雪をサポートする映像鮮明化装置を、本年度、郊外を担当する除雪車両３台に新たに実装いたし

ます。さらに、改善要望の対応力向上として、大雪時などに多くの改善要望が寄せられる状況を踏

まえ、デジタルツールを活用し改善要望などを通報できる専用フォームを開設いたします。このフ

ォームで通報いただいた内容は土木事業所と各地区の除雪センターに同時に配信され、速やかに情

報共有できる仕組みとなっております。 

続きまして、資料の２ページ目を御覧ください。路面管理対策についてでございます。令和３年

度から令和５年度までの３年間実施した路面管理手法の試行により、生活道路の排雪強化の取組は

圧雪路面の管理にもよい影響を与え、圧雪を薄く管理できる期間が長くなり、広範囲なざくざく路

面を抑制できているものと考えております。しかしながら、昨年度のような記録的な大雪や暖気な
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ど、極端な気象状況に伴う路面状況への対応は課題としてありますので、本年度におきましては、

異常気象予測時の早期対応に向けた体制構築などの計画的対応や極端な大雪時における除雪手法の

工夫などの予防的対応を実施するとともに、市民の皆様に御理解が得られるよう、路面の悪化や対

応状況に関わる情報発信にも積極的に取り組みながら適切な路面管理に努めてまいります。 

次に、地区除雪連絡協議会、除雪相談会の開催についてでございます。毎年シーズン前に市内９

地区で開催している地区除雪連絡協議会について、本年度は来月１１月１日から１５日の日程での

開催を予定しております。なお、先ほど御説明いたしました除排雪事業の業務体制、路面管理対策

などの取組につきましては、各連絡協議会において説明し、御理解をいただき進めてまいります。

また、令和３年度から、市民、除雪企業、行政の除雪に対する相互理解を目的として実施している

除雪相談会について、来月１１月２７日から１２月３日までの日程で、９地区での開催を予定して

おります。 

次に、除排雪に関する市民アンケートの結果についてでございます。本アンケートは、令和４年

度から除排雪事業における前年度の取組の評価や市民ニーズの把握を目的として実施しており、本

年度は６月５日から７月１０日までの期間において、昨年度と同様の方法で実施し、回答数は昨年

度の約２倍となる４千１９９件の回答がありました。 

主な結果といたしましては、幹線道路の車の走りやすさについては、よい、おおむねよいが３

３％、生活道路の車の走りやすさについては１６％、交差点の見通しについては１０％、除雪状況

を総合的に見た評価については、満足している、大体満足しているが１１％となり、昨年度と比べ

評価が低下する結果となりました。 

昨シーズンは１２月中旬以降、過去２０年間で最大となる１週間で１０２センチの記録的な大雪

や１２月下旬には市内全域でざくざく路面が発生するなど、これまでにない極端な気象状況となり、

道路状況が急激に悪化いたしました。このため、排雪作業の前倒しや排雪ダンプの増車など、最大

限の体制を確保し、例年よりも早い１月末までに幹線道路や生活道路の排雪作業を完了するなど道

路状況の早期改善に努めた結果、２月以降の改善要望の件数は過去５年間の平均６割まで減少しま

したが、年末から１月にかけての道路状況の悪化がシーズンを通じた印象となり、回答数の増加や

評価が下がる要因になったものと考えております。なお、このアンケート結果につきましては、本

日ホームページにおいて公表いたします。アンケート調査につきましては、今後も継続的に実施し、

除排雪事業における市民の評価や満足度を把握しながら、雪対策の取組を推進する上での参考にし

てまいりたいと考えております。 

以上、御報告申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○菅原委員長 ただいまの報告につきまして、特に御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○菅原委員長 なければ、以上で予定していた議事は全て終了いたしました。 

そのほか、委員の皆様から御発言はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○菅原委員長 それでは、本日の委員会は、これをもって散会いたします。 

────────────────────────────────────────────────────── 

散会 午前１０時１４分 


